
●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

発展
議員政務調査支援
事業

6,000

発展
特別委員会運営事
業

765

発展
常任委員会運営事
業

3,687

実施

実施

キー
ワード

事 業 名

　地方自治法の規定に基づき特別委員会を設
置し、専門的な案件を審査する。
・事業内容
　案件審査、先進事例の調査、研究等

　地方自治法の規定に基づき常任委員会を設
置し、高度化、多様化する市政を目的に応
じ、付託された案件、所管事務を審査する。
・事業内容
　案件審査、先進事例の調査、研究等

　市議会議員の調査研究活動のため、必要な
経費の一部として、政務調査費を交付する。
・交付額　　議員一人当たり年額250千円
・交付時期　年2回（5月及び10月）

議会運営委員会運
営事業

702

　地方自治法の規定に基づき議会運営委員会
を設置し、議会運営の円滑化を図る。
・事業内容
　運営に関する事項、会議規則、委員会条例
　に関する事項、議長の諮問事項の調査・研
　究等

２．主要事業の決定（議会提案）状況

実施

実施

決定状況
（議会提案）

議　会　費

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

発展

特になし

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

総　務　費

　各行政区が行う防犯灯の設置に対し、補助
金を交付する。
・補助金交付基準
　防犯灯1基の設置事業費の1/2 （上限25千
円）

　「住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万
里」の実現に向けて、定住を促進するための
各種施策を市内外へ積極的にＰＲする。

　西部保健医療圏(伊万里市､有田町)の中核と
なる新統合病院の整備を推進する。

　市政全般の方向性を示す重要な計画である
第５次総合計画の策定に向けて、基礎調査等
を実施する。
・計画期間　平成21年度～平成30年度
・内容　　　①基礎調査
　　　　　　②市民意識調査
　　　　　　③基本構想の策定

１．
地域の宝

発展

活力 197

5,257

キー
ワード

事 業 名

●
第５次総合計画策
定事業

市政改革

●
住みたいまち伊万
里・行きたいまち
伊万里推進事業

安心

安心

防犯灯設置費助成
事業

２．
日本一の
健康長寿

中核的病院整備推
進事業

600

8,901

実施

実施

実施

実施

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

キー
ワード

事 業 名
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

　昭和５８年事業着手以来、平成１８年度末
での進捗率は７１％である。
○事業内容
・18年度調査区　7.44k㎡
　南波多町笠椎、府招、小麦原及び大川原
　の一部
　面積の測定､地籍簿作成等
・19年度調査区　7.30k㎡
　南波多町大川原、高瀬の各一部、井手野
　及び原屋敷
　一筆地調査､地籍図根測量､地籍細部測量等
○事業費
・補助事業　　139,100千円
・単独事業　　 22,559千円

活力 市政改革

活力

活力 161,659

　市民と行政の協働による新しい伊万里、楽
しい夢のあるまちづくりを実現するために、
市民から夢づくり計画やアイデアを募集して
支援を行う。
○補助金
・19年度新規分　3事業　2,500千円(1年目)
・18年度継続分　2事業　  753千円(2年目)
・17年度継続分　3事業　　477千円(3年目)
○報償費等　 　　　　　　155千円

地籍調査事業

　大連市との交流が２０周年を迎えるため､友
好都市締結のための相互訪問など更なる交流
の促進、発展を目指して記念事業を行う。
○大連市への訪問事業
○大連市からの招聘事業

１．
地域の宝

3,331

●
各種訪問団交流及
び大連市友好交流
２０周年記念事業

２１世紀市民ゆめ
づくり計画支援事
業

3,885

実施

実施

実施 特になし

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

キー
ワード

事 業 名
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

活力

活力

活力 市政改革

２．
日本一の
健康長寿

発展

伊万里港ポート
セールス推進事業
(●伊万里港開港
４０周年記念事業
開催費補助金)

３．
生き生き
と働ける

　伊万里港開港４０周年を契機に伊万里港の
必要性、利便性等を市内外にアピールするた
め、記念事業として港祭りを開催する。
・実施主体　(仮)伊万里港開港40周年
　　　　　　記念事業実行委員会
・時期　　　9月29日(土)～30日(日)

1,914

1,000

2,719

・事業名　　　子ども文化ふれあい事業
　　　　　　　「忍たま乱太郎＆キッズ
　　　　　　　　　　　　　コンサート」
・開催日時　　夏休み期間中(予定)
・場所　　　　市民センター

食を活かしたまち
づくり事業

市民センター自主
事業

「食のまちづくり推進計画」に基づき、市民
と行政との協働により計画的かつ効率的に事
業を推進する。
○委託料(食のまちづくり推進事業委託料)
・食のまちづくりの推進・普及活動事業
　(推進委員会､シンポジウム､弁当コンクール
　等の開催)　　　　　　　 　  1,016千円
・食育推進基本計画策定事業   　 898千円

　市民との協働による新しいまちづくりの活
動や、独創性のある市民のまちづくりに対し
て支援を行うことにより、活動の活性化や市
民主体のまちづくり、元気なひとづくりを行
う。
・2事業×200千円＝400千円
・1事業×100千円＝100千円

民間活動フォロー
アップ事業

500

実施

実施

実施

実施

特になし

特になし

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

キー
ワード

事 業 名
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

　平成１９年４月２２日執行の市議会議員選
挙に要する経費

●
参議院議員選挙 26,436

県知事・県議会議
員選挙

15,724

その他

その他

その他

発展
３．
生き生き
と働ける

伊万里・アジア
ネットワーク事業

●
市議会議員選挙 43,278

　平成１９年４月８日執行の県知事・県議会
議員選挙に要する経費

3,058

　中国を中心とした東アジアをターゲット
に、伊万里の持つ資源を活用して「ビジネス
ベース」への移行を前提に事業を推進する。
・伊万里梨輸出事業
・伊万里焼輸出事業
・「ショップ伊万里」事業展開調査研究事業

　平成１９年７月執行予定の参議院議員選挙
に要する経費

実施

実施

実施

実施

特になし

特になし

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

民　生　費

54,460

障害者小規模通所
授産施設支援事業

10,350

実施
64,357

実施
49,648

実施

　身体障害者の障害部位の加療により、改善
または機能維持が保たれる場合（人工透析、
心臓手術等）に医療費の給付を行う。
・更生医療給付費　58,705千円
・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

　身体障害者（児）の日常生活や社会生活を
容易にするため、補装具の交付（修理）を行
う。
・補装具交付費　　17,400千円
・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

キー
ワード

事 業 名

地域生活支援事業

　障害者等の相談に対応するとともに、日常
生活用具の給付や移動支援、日中一時支援な
ど、障害者が自立した社会生活を営むために
必要な事業を行う。
※日中一時支援事業において、これまで北部
養護学校のみで行っていた施設までの送迎費
補助について、伊万里養護学校も対象に追加
し、保護者の就労機会や休息時間の確保を図
る。

　在宅の障害者の社会的、経済的自立を図る
ため、障害者小規模通所授産施設を運営する
社会福祉法人に対し、支援を行う。
・交付先　社会福祉法人 国見の里
　　　　　　　　　　　（伊万里作業所）
・補助金　10,350千円(350千円は国庫対象外)
・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

実施
16,588

17,400

58,869
身体障害者更生医
療給付事業

安心
身体障害者（児）
補装具交付事業

安心

安心

安心

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

日中一時支援については、施設までの送迎
費補助を行い、伊万里養護学校放課後児童
クラブ開設の代替として実施

特になし

特になし

生活保護受給者の移行に伴う給付費の調整
を行い増額
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

キー
ワード

事 業 名
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

実施

実施
471,634

実施
1,757

　障害者自立支援法の施行に伴い、障害者や
その保護者に対し障害福祉サービス利用の支
援等を行い、障害者の生活や社会参加を促進
する。
○介護給付
・居宅介護　・重度訪問介護　・行動援護
・短期入所　・重度障害者等包括支援
・療養介護　・生活介護　・施設入所支援
・共同生活介護
○訓練等給付
・自立訓練　・就労移行支援
・就労継続支援　・共同生活援助
○障害者自立支援法円滑施行特別対策
・就労意欲促進　・事業運営円滑化
・通所サービス利用促進等

　障害のある児童及び発達に遅れのある児童
と保護者に、日常生活等に対応するための訓
練や指導を行う「こどもハートフルセンター
ひまわり園」を運営する。
・開設　　　　　月～土曜日　9時～17時
・指定管理者（委託先）
　社会福祉法人　伊万里福祉会
※平成19年度から立花町へ新築移転する。

安心

安心

障害者自立支援給
付事業

482,586

3,138
障害程度区分認定
事業

心身障害児通園事
業

18,956安心

　障害者自立支援法に基づき、障害程度区分
の認定に係る審査判定業務を有田町と共同で
行う。
・負担割合　国　　　　　50.0％
　　　　　　市　　　　　34.2％
　　　　　　有田町　　　15.8％

障害者自立支援法円滑施行特別対策に係る
予算を措置

伸び率の見込等を精査し、減額査定

言語聴覚士等の派遣回数を増やし、専門的
訓練の充実を図る

業務量等を勘案し、臨時雇賃金1名分を減額
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

キー
ワード

事 業 名
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

実施

実施

実施

　通所授産施設等利用者に対し、活動奨励金
を支給し就労意欲の向上を図る。
　また、施設入所者（２０歳未満）の保護者
に対し、負担額の一部を助成する。
・負担割合　県1/2　市1/2

実施
218,449

　常時特別の介護を必要とする在宅の障害
者、常時介護を必要とする障害児(施設入所児
童を除く)に対し、手当を支給する。
・支給額（所得制限有り）
　　特別障害者手当　月額26,440円
　　障害児福祉手当　月額14,380円
　　経過的福祉手当　月額14,380円
・負担割合　国3/4　市1/4

安心

安心
障害福祉サービス
利用支援事業

5,688

安心
特別障害者手当等
支給事業

２．
日本一の
健康長寿

12,350

医療費助成事業

シルバー人材セン
ター支援事業

218,471

23,112

　保健の向上と福祉の増進を図るため、重度
心身障害者、乳幼児、母子家庭等に対し、医
療費を助成する。
・重度心身障害者医療費助成事業　128,860千
円
・乳幼児医療費助成事業　　　　　 64,420千
円
・ひとり親家庭等医療費助成事業　 25,191千
円

安心
２．
日本一の
健康長寿

　高年齢者の就業促進に取り組むシルバー人
材センターに対し、支援を行う。
・高年齢者就業機会確保事業費補助金
　（国直接補助　12,350千円）

特になし

特になし

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

キー
ワード

事 業 名
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

実施
6,004

実施

　各町において敬老会を開催する。また 高
齢者に記念品を贈呈する。

○敬老会開催委託料　　6,294千円
○ 高齢者記念品等　　　 28千円

実施

実施

安心
２．
日本一の
健康長寿

敬老会開催事業 6,322

安心
２．
日本一の
健康長寿

安心
２．
日本一の
健康長寿

老人クラブ活動事
業

3,096

安心
２．
日本一の
健康長寿

老人保護措置事業 148,213

　伊万里市老人クラブ連合会及び各町単位老
人クラブに対し、補助を行う。
・市老人クラブ連合会活動事業費補助金
　　　　　　　　　　　　　　1,434千円
・単位老人クラブ活動事業費補助金
　　　　　　　　　　　39,710円/クラブ

　おおむね６５歳以上で、環境上の理由及び
経済的理由により在宅での生活が困難な高齢
者を養護老人ホームに措置する。
・対象者　70人
・施設名　伊万里向陽園、唐津松風園
　　　　　シルバーケア武雄、寿光園、
　　　　　海光園、サリバン

　突発的で緊急を要する疾患等に対応するた
め、在宅の一人暮らし高齢者等に対し、緊急
通報機器を貸与する。
・貸与見込台数　140台
・利用料金
　　年収120万円未満　　　　 　300円/月
　　年収120万円～180万円未満　900円/月
　　年収180万円以上　　　 　1,850円/月

緊急通報システム
事業

3,485 特になし

特になし

敬老会開催委託料要求額を前年度と同額に
調整

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

キー
ワード

事 業 名
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

　父と生計を同じくしていない児童等が育成
される家庭の生活の安定と自立の促進に寄与
するため、手当を支給する。
・支給額（所得制限有り）
　　児童1人のとき　41,720円～9,850円/月
　　　　2人のとき　 5,000円/月加算
　　　　3人目以降　 3,000円/月加算
・負担割合　国1/3　市2/3

　「人権教育のための国連１０年伊万里市推
進計画」の次期推進計画を策定する。
・H18　懇話会等による計画案作成
・H19　基本計画冊子及び概要版作成

実施
708

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

児童扶養手当支給
事業

284,678

安心

安心
人権教育・啓発基
本方針策定事業

755

安心

　就労等により、昼間保護者のいない家庭の
児童（小学１～３年生）に対し、安全な生活
の場や遊びの場を提供し健全な育成を図る。
・利用料 月額3,000円(2人目以降1,500円)
・開設校区
　伊万里小、大坪小、立花小、二里小、
　山代東小、南波多小、松浦小、黒川小、
　東山代小、波多津小、波多津東小、
　大川内小
　※大川内小は平成19年度に新たに開設

留守家庭児童クラ
ブ管理運営事業

47,119

４．
安心して
子供を生
み育てる

　子育て相談業務や子育てサークルの支援を
行うとともに、多様化する保育需要に応じた
一時保育、休日保育等を実施する。

４．
安心して
子供を生
み育てる

子育て支援セン
ター管理運営事業

5,049
実施
5,034

実施
46,479

実施
284,616

特になし

特になし

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

キー
ワード

事 業 名
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

　一時保育や休日保育で対応できない保育需
要への対応として、アドバイザー（子育て支
援センター）が依頼会員と提供会員を調整
し、提供会員が保育サービスを提供する。
・負担割合　県1/2　市1/2

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

子育てファミリー
サポート事業

349

　小学校就学前児童のインフルエンザ予防接
種に要する費用の一部を助成し、保護者の負
担軽減を図る。
・1,000円/人の定額助成
（2回目の予防接種を受けた場合に限る）

　保育園児でない在宅の乳幼児を一時的に保
育所において保育する。
・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3

1,925

5,012

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

幼児インフルエン
ザ予防接種費助成
事業

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

一時保育促進事業

　３歳～小学校就学前の児童について、入院
時の医療費に係る自己負担額の一部を助成す
る。
・助成額
　保険給付の一部負担金(高額療養費等除く)
　の1/2

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

こども医療費助成
事業

3,208

実施

実施

実施
319

実施
1,362

特になし

特になし

特になし

平成18年度実績に基づき調整
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●・・・新規事業　（単位：千円）（一般会計）

キー
ワード

事 業 名
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

決定（議会提案）における論点、意見等

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

児童手当支給事業 518,842

　児童手当法に基づき、児童手当の受給資格
の認定及び支給を行う。
・支給対象者
　小学校修了前児童を養育している保護者
・支給額（所得制限有り）
　第1子、第2子　 　5,000円/月
　第3子以降　　　 10,000円/月
※平成19年度から3歳未満の児童（第1子、
　第2子のみ）には5,000円/月の加算

　市内の公立６、私立１７保育園及び市外保
育園の運営に要する経費
　・公立　　　160,951千円
　・私立　　1,135,436千円

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

保育園運営事業 1,296,387

　生活困窮者に対し、困窮の程度に応じ必要
な保護を行い、 低限度の生活を保障し、自
立を助長する。
・事業内容　　生活・医療扶助等
・負担割合　　国3/4　市1/4

安心 生活保護事業 934,381

実施

実施
1,278,709

実施
928,746

特になし

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）

特になし

特になし

実施

安心
思春期における保
健福祉体験学習事
業

35

　思春期の生徒に対し、性教育等に関する講
演会や赤ちゃんとのふれあい体験実習を実施
し、生命の尊厳や父性母性の育成を図る。
・実施予定　　中学校1校

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

衛　生　費

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

母子保健事業

実施

４．
安心して
子供を生
み育てる

11,530

　母子保健法に基づき、妊産婦の健康管理と
乳幼児及び児童が心身ともに健やかに育つこ
とをめざし、健康診査、訪問指導等を行う。
・妊婦乳児健康診査事業　　　9,366千円
・１歳６か月児健康診査事業　　892千円
・母子健康手帳交付事業　　   　47千円
・３歳児健康診査事業　　　  1,225千円

　休日・夜間急患医療センターでの初期救急
医療体制を補完し、連休日における耳鼻科、
眼科の救急患者への適切な医療の提供を図る
ため、事業を伊万里・有田地区医師会に委託
する。
・実施機関　耳鼻科 2医院、眼科 3医院

実施

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

むし歯予防等対策
事業

368

　乳幼児期のむし歯予防や、歯周疾患予防に
対応するため、歯磨き教室やフッ素洗口等を
行うとともに、１歳６か月児健診にあわせ保
護者の歯科健診を行う。 実施

安心
２．
日本一の
健康長寿

在宅当番医制運営
事業

578
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

特になし

　初期救急医療（休日・夜間急患医療セン
ター、在宅当番医制）の後方支援として、休
日において入院治療を必要とする重症救急患
者の医療を確保するため、輪番制により開院
する伊万里・西松浦地区内の１１病院に対
し、運営に要する経費の補助を行う。

実施安心
２．
日本一の
健康長寿

病院群輪番制病院
運営事業

4,669

安心
２．
日本一の
健康長寿

肝疾患対策事業 1,151

　感染症の発生を未然に防止するため、予防
接種法に基づき、各種予防接種並びに高齢者
のインフルエンザ予防接種を実施する。
・一類疾病
　ポリオ、日本脳炎、麻しん・風しん(二種混合)

　ジフテリア・百日せき・破傷風（三種混合）、

　ＢＣＧ等
・二類疾病
　インフルエンザ（65歳以上の高齢者）
※インフルエンザ徴収金　1,200円⇒1,400円

実施
41,293

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

不妊治療エンゼル
サポート事業

750

　住民総合健診時に、３０歳代を対象にＢ
型・Ｃ型肝炎ウイルス検査等を実施するとと
もに、検診機関が事業所に出向き行う肝炎
ウィルス検査（職域検診）の検診費用の一部
を助成する。

実施
1,136

　不妊治療における人工授精・高度生殖医療
は健康保険適用外であるとともに、治療費が
高額であることから、その治療費の一部を助
成し、不妊で悩む家庭の経済的負担の軽減を
図る。
・補助金　　　15人×50千円
・補助期間　　5年間/世帯
・補助内容等　人工授精を含む不妊治療に要
　　　　　　　する経費（所得制限なし）

実施

安心
２．
日本一の
健康長寿

予防接種事業 42,424
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

特になし

　新感染症法に基づく検診を実施し、結核の
予防と早期発見を図る。
・対象者　結核検診　　 65歳以上の者

実施
2,391

安心
２．
日本一の
健康長寿

結核予防事業 2,410

安心
２．
日本一の
健康長寿

老人保健事業 76,620

　老人保健法に基づき、生活習慣病の予防、
高齢者の健康保持を図るため、各種健（検）
診、健康相談等を実施する。
・健康手帳交付事業　  　93千円
・健康教育事業　　　　 420千円
・健康相談事業　　　　 489千円
・健康診査事業　　　75,077千円
・訪問指導事業　　　　 401千円
・機能訓練事業　　　 　140千円

実施
76,193

　伊万里市、有田町で構成する伊万里・有田
地区衛生組合が行うし尿処理・火葬場事業に
対し、その運営経費を負担する。
※負担金額
　伊万里市　338,362千円
　有田町　　217,702千円

実施

　浄化槽を設置する家庭に対し補助を行い、
生活排水による公共水域の水質汚濁の防止を
図る。
・補助金
　5人槽　 5基×342千円＝ 1,710千円
　7人槽　70基×414千円＝28,980千円
　10人槽　3基×537千円＝ 1,611千円
・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3

実施

安心

安心

浄化槽設置整備事
業
（浄化槽設置整備
事業補助金）

32,301

伊万里・有田地区
衛生組合事業

338,362
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

特になし

安心
資源ごみ回収奨励
事業

　資源循環型社会形成に向け地域環境づくり
に取り組んでいる「伊万里環の里計画事業」
に対し補助を行う。
・交付先　クリーン伊万里市民協議会 実施

6,129

安心
ごみ集積所整備費
補助事業

605

　リサイクル推進及びごみ減量化対策の一環
として､資源ごみの回収団体並びに回収業者組
合に対し補助を行う。
・回収団体数　　　180団体
・回収業者組合数　  2組合

実施

　ごみの適正排出及び減量化・再利用化を図
るため、ごみ集積所の設置費に対し補助を行
う。
・ごみ集積所整備　　 25基 実施

　
　ごみを分別収集するための指定ごみ袋等の
作製並びに収集運搬業務委託等に要する経費

実施
147,422

安心

安心 塵芥処理管理事業 148,875

環境保全創造住民
活動支援事業

1,200
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

安心
環境センター管理
運営事業

250,196

安心
ごみ処理広域化推
進事業

6,195

　
　環境センターの管理運営に要する経費

実施
249,402

　佐賀県ごみ処理広域化計画に基づき、新施
設建設に向けて、佐賀県西部ブロック構成市
町（４市５町）で事業計画作成等を行う。
・組合運営事務　均等割　15/100
　　　　　　　　人口割　85/100
・ごみ処理事業　均等割　10/100
　　　　　　　　人口割　90/100

実施
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●・・・新規事業　（単位：千円）

農 林 水 産 業 費

活力

５．
活力ある
農業の育
成

　国営伊万里土地改良事業にかかる農家負担
を軽減し、国営事業参加農家の経営安定を図
る。
・国営伊万里土地改良事業費負担金
　　　　　　　　　　　　　　97,886千円

実施

中山間地域等直接
支払交付金事業

182,176

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

　中山間地域における農業生産条件の是正、
耕作放棄地の発生防止、水源かん養、洪水防
止等の多面的機能の維持増進を図るため、交
付金を交付する。
○交付金　　   181,078千円⇒179,660千円
・集落協定数　 71集落
・補助率 　    国1/2　県1/4　市1/4
○推進事業費　 1,098千円（定額）

実施
180,758

　担い手農家に対する土地改良事業負担金償
還を軽減するために補助を行う。
・対象認定農業者　6工区24名
・補助率　　　　　県1/2　市1/2 実施

活力

５．
活力ある
農業の育
成

活力

５．
活力ある
農業の育
成

国営伊万里土地改
良事業担い手農家
負担金助成事業

1,010

国営伊万里土地改
良事業

97,886

　米政策改革を円滑に推進するなかで、水田
農業における需給調整や担い手の育成、確保
による生産活動の集積化など、水田農業の構
造改革を促進するため、その活動母体となる
生産組合に対し補助を行う。

実施
2,533

活力

５．
活力ある
農業の育
成

水田農業構造改革
対策特別事業

3,176

要求額を直近値（平成18年度決算見込額）に
調整

特になし

特になし

米政策の転換期であり廃止の方向で検討して
いたが、生産組合の協力は必要不可欠。激減
緩和として対前年度比△25％で措置
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

活力

５．
活力ある
農業の育
成

新たな米政策対策
事業

36,489

　生産組織の育成、強化による良質な米、
麦、大豆の安定的供給を確立するため、生産
組織が実施する高性能機械導入等の経費に対
し補助を行う。
○担い手育成条件整備事業
・事業主体　　古賀営農組合ほか4事業主体
・事業内容　　省力化等に必要な高性能機
　　　　　　　械の導入
○特色ある米・麦・大豆づくり条件整備事業
・事業主体　　椿原機械利用組合ほか6事業主
　　　　　　　体
・事業内容　　省力化等に必要な高性能機
　　　　　　　械、施設の導入
○集落型経営推進事業
・事業主体　　古賀営農組合ほか4事業主体
・事業内容　　集落型経営体への移行に必
　　　　　　　要な活動（研修会等）
○大規模農家緊急育成事業
　　認定農業者が所有権の移転又は新たな
　賃借権の設定により、水田経営規模を拡
　大する場合に、経費の一部を助成する。

実施

　就農前の技術取得を促進し、優れた技術・
経営能力を持った青年農業者を確保するため
に、就農研修資金の償還額の一部を助成す
る。
・償還減免対象者　2名
・償還減免額
　600千円×2名×1/5(市補助金)=240千円
・補助率　　県4/5　市1/5

実施活力

５．
活力ある
農業の育
成

若い農業者就農促
進事業

240

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

　農作物に深刻な被害をもたらす有害鳥獣の
駆除と被害防止対策に要する経費、並びに駆
除従事者の確保のための狩猟免許取得に要す
る経費の一部を助成する。
○有害鳥獣対策事業費補助金
　①駆除対策費（餌代、弾代等）
　・補助率　　　1/3
　②被害防止対策費（はこ罠等）
　・補助率　　　はこ罠、くくり罠　1/2
　　　　　　　　電気牧柵　1/6
　③捕獲報償金
○伊万里版イノシシ対策「狩猟免許取得促
　進」特別事業費補助金
　・補助率　　　10/10

実施活力

５．
活力ある
農業の育
成

有害鳥獣対策事業 5,910

活力

５．
活力ある
農業の育
成

グリーンツーリズ
ム推進事業

1,151

　本市の特色ある農畜水産物の魅力を市内外
にアピールすることにより、農畜水産物の評
価向上と人的交流を促進し、農業・農村の活
力増進を図る。
○グリーンツーリズム担い手育成
・事業費　　　384千円
・負担割合　　県1/2　市1/2
○農業・農村へ直接触れ合う体験
・事業費　　　567千円
・負担割合　　県1/2　市1/2
○梅園を活用した都市農村交流促進
・事業主体　　伊万里市農協
・事業費　　　400千円
・補助金　　　200千円
・負担割合　　県1/2　事業主体1/2

実施

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

　新規就農希望者を対象に、農作物の栽培管
理や農機具の操作等の講習、指導を行う「伊
万里農業未来塾」を開催する。

実施

活力

５．
活力ある
農業の育
成

伊万里農業振興地
域整備計画策定事
業

1,447

　農業地域を保全し形成すること、並びに農
業に関する公共投資や農業振興施策を計画的
に推進するための計画を策定する。
・計画策定期間　H18～19

実施
1,400

　園芸（果樹、野菜）を経営の柱とするプロ
農業者の育成、確保を図るため、農業用機械
や施設を導入する経費に対し補助を行う。
○人と環境にやさしい園芸農業拡大対策事業
・事業主体　　JA伊万里施設胡瓜部会
　　　　　　　ほか9事業主体
・事業内容　　省力化等に必要な高性能機
　　　　　　　械、施設の導入
・対象事業費　64,788千円
・補助金　　　28,034千円
・補助率　　　県1/3　市1/10
○プロ園芸農業者育成対策事業
・事業主体　　JA伊万里いちご部会ほか1事業
　　　　　　　主体
・事業内容　　省力化等に必要な高性能機
　　　　　　　械、施設の導入
・対象事業費　26,046千円
・補助金　　　11,287千円
・補助率　　　県1/3　市1/10

実施

活力

５．
活力ある
農業の育
成

活力

５．
活力ある
農業の育
成

魅力あるさが園芸
農業確立対策事業

39,321

●
「伊万里農業未来
塾」新規就農者育
成確保推進事業 150

要求額の△3％で調整

新規就農者の拡大を図る施策を展開するなか
で、団塊の世代の大量退職への対策も併せて
検討

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

活力

５．
活力ある
農業の育
成

伊万里牛振興会支
援事業

2,112

　耕種農家と畜産農家の連携を促進するた
め、良質堆肥生産施設の整備や堆肥散布機等
の導入に対し助成する。
・事業主体　　大川堆肥生産組合ほか1事業主
　　　　　　　体
・事業内容　　良質堆肥生産施設
　　　　　　　ショベルローダー
・補助率　　　県1/3　市1/10

実施

活力

５．
活力ある
農業の育
成

さが畜産自給力強
化対策事業

3,088

　伊万里牛の銘柄確立(関西市場での共励会)
と販路拡大(東京市場)を図り、伊万里牛の生
産振興を促進する。
○伊万里牛振興会に対する補助金
・対象事業費　4,800千円
・補助金　　　2,112千円

実施

　伊万里産の肥育素牛の生産拡大を図り、併
せて畜産農家と耕種農家が連携した資源循環
型農業を推進するため、牛舎並びにふん尿処
理施設・機械の整備に必要な経費及び自給飼
料の増産を図るための機械等の導入に対し助
成する。
○肥育素牛生産拡大対策事業
・事業主体　　二里繁殖牛組合
・事業内容　　施設（牛舎）の整備
・補助率　　　県1/3　市1/10
○自給飼料増産対策事業
・事業主体　　南波多飼料生産機械利用組合
・事業内容　　機械の導入
・補助率　　　県1/3　市1/10

実施

活力

５．
活力ある
農業の育
成

耕畜連携・資源循
環型農業推進事業

6,607

補助金の増（伊西地区畜産品評会を統合）の
確認

特になし

特になし
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

　水田の嵩上げ、排水路の改修等の基盤整備
により生産性の向上及び効率的・安定的な農
業経営を図る。
・事業費　　 27,060千円
・地区名　　 西八谷搦地区
・負担割合　 国55％ 県15％ 市15％
　　　　　　 地元15％

実施活力

５．
活力ある
農業の育
成

基盤整備促進事業 27,060

活力

５．
活力ある
農業の育
成

小規模土地改良事
業

7,000

　中山間地域が果たす多面的機能等の維持を
図るため小規模な農業生産基盤の整備を行
う。
・事業費　　　4,601千円
・地区名　　　上岩谷地区(大川内町)
・工事内容  　用排水路整備　Ｌ＝190ｍ
・負担割合  　県45％　市27.5%　地元27.5%

実施

活力

５．
活力ある
農業の育
成

●
小規模災害復旧支
援事業

15,000

　国、県の採択基準に適合しない農道舗装、
水路改良等の小規模な土地改良事業に対して
補助する。
・対象事業費　14,000千円⇒20,000千円
・補助金　　　7,000千円⇒10,000千円
・補助率　　　1/2

実施
10,000

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風１
３号により被災した農地や農業用施設におい
て、国庫補助の対象にならなかった小規模な
災害箇所について、復旧に要する経費の一部
を助成する。
・対象事業費（箇所限度額）
　30,000千円⇒20,000千円（400千円／箇所）
・補助金　　　15,000千円⇒10,000千円
・補助率　　　1/2

実施
10,000

活力

５．
活力ある
農業の育
成

県単さが農業農村
振興整備事業

4,601

昨年9月の豪雨災害への復旧支援として今回限
定の措置とする。なお予算決定額について
は、要望予測のなかで見込まれる額を措置

特になし

要望状況に対する補助金額の妥当性、並びに
激減緩和の観点から増額の措置
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

特になし

　国庫補助の適用を受けない老朽ため池の改
修事業で、災害を未然に防止し、農地等の保
全及び農業経営の安定を図る。
・事業費　  　4,001千円
・地区名　　  北野古堤ため池（松浦町）
・工事内容　　堤体工　L=37ｍ
　　　　　　　取水施設（斜樋）、余水吐工
・負担割合　  県50％　市35％　地元15％

実施安心

５．
活力ある
農業の育
成

ため池災害防止事
業

4,001

安心

５．
活力ある
農業の育
成

ため池等整備事業 13,017

○県営事業負担金
・地区名　　東山代地区
　　　　　（高潮対策、津波対策）
・総事業費　75,000千円
・負担金　　3,750千円
・負担割合　国50%　県45%　市5%

実施

活力

５．
活力ある
農業の育
成

農免農道整備事業 7,350

○計画概要書作成　高舟ため池（東山代町）
○県営事業負担金
・地区名　　椎立川下ため池、三本木ため池
　　　　　　大平ため池、瓶屋上ため池
・総事業費　60,585千円
・負担金 　 12,117千円
・負担割合　国50%　県30%　市15%　地元5%

実施

○県営事業負担金
・地区名　　松浦3期地区
・総事業費　73,500千円
・負担金　　7,350千円
・負担割合　国50%　県40%　市10%

実施

安心

５．
活力ある
農業の育
成

海岸保全事業 3,750
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

「森林を守る交付金事業」の廃止に際し、
低限の対応として必要である。

特になし

ツル監視、給餌業務委託を廃止（職員対
応）するにあたり、ボランティアや募金の
募集による「ツル越冬基金（仮称）」の創
設などによる対応など、市民運動としての
機運を高めるような手立てを検討する。

特になし

　県営事業として整備され、その後市へ管理
移管された腰岳生活環境保全林及び大野岳生
活環境保全林について、低木、中低木下の草
払いを行う。
・腰岳生活環境保全林　　4.37ha（年1回）
・大野岳生活環境保全林　2.49ha（年1回）

実施
1,098

活力

５．
活力ある
林業の育
成

生活環境保全林管
理事業

1,099

発展
１．
地域の宝 ツル越冬事業 2,083

　市内４７団地分の森林施業計画について、
造林事業の円滑な推進を図るため、５年経過
を目処に段階的な計画の更新を行う。
・更新計画
　H19　26団地（A=3,030.8ha）
　H20　18団地（A=1,481.5ha）
　H21　 3団地（A=　194.4ha）

実施

活力

５．
活力ある
林業の育
成

森林づくり交付金
事業

720

　ツルの越冬を促進するために環境整備を行
い、ツルの越冬誘致を図る。
・事業内容
  技術指導謝礼           189千円
　餌代等                 391千円⇒390千円
  寝床等借上料　 　　  1,198千円
　ツルねぐら畦畔復旧工事 300千円
　日本ツル・コウノトリネットワーク負担金
　　　　　　　　　　　　　 5千円

実施
2,082

　森林施業の効率化を図るため、伊万里西松
浦森林組合により行われている民有林整備に
おける作業路開設の整備費用の一部を助成す
る。
・事業費　　1,200千円
・補助率　　60％

実施

活力

５．
活力ある
林業の育
成

●
森林施業計画策定
事業

1,061
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

　緑の少年団の協調心と緑を慈しむ心の醸成
を目的に、有田町の緑の少年団との交流会を
開催する。
・事業内容
　「緑の教室」の開催

実施活力

５．
活力ある
林業の育
成

●
緑の少年団交流事
業

100

　県代行事業として整備を進めている林道の
境界杭設置等を行うとともに、市で購入する
必要がある用地（山林、原野）を購入する。
①大川眉山線（H9～H20）
・事業量　用地購入　A＝18,000㎡
②滝野線（H7～H22）
・事業量　用地購入　A＝ 7,950㎡

実施活力

５．
活力ある
林業の育
成

林道整備事業 7,937
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●・・・新規事業　（単位：千円）

特になし

特になし

特になし

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

商　工　費

　産業振興策として、市内中小企業の資金調
達の円滑化を図るための原資として金融機関
へ預託する。
・貸付事務委託料　　　　　　179千円
・預託金額　　　　    　170,000千円
・貸付限度額　運転資金 　 8,000千円
　　　　　　　設備資金 　10,000千円
・預託先　市内金融機関、商工組合中央金庫

実施 特になし

　第三セクターである松浦鉄道の永続的な運
営のため、設備更新等の経営強化に対し支援
を行う。
・松浦鉄道施設整備事業費補助金 23,031千円
　（車両更新などの鉄道近代化や老朽施設の
　　整備に対する沿線自治体の補助）
　期間　　　H18～25（8ヵ年）
　合計額　　169,087千円

実施

活力
３．
生き生き
と働ける

活力
松浦鉄道支援事業
（松浦鉄道施設整
備事業費補助金）

23,031

中小企業振興資金
貸付事業

170,179

安心
コミュニティバス
運行事業

5,200

活力
３．
生き生き
と働ける

工場等設置奨励事
業

14,893

　市街地を周回するコミュニティバスを運行
し、交通弱者の移動手段を確保することによ
り、「住みたいまち伊万里」の具現化を図
る。

実施

　投下固定資産が2,000万円を超える投資に対
し、課税免除（農工法）及び不均一課税（半
島振興法）を行い、不均一課税分については
翌年度に納税額を奨励金として交付し、工場
等の新設、増設の推進を図る。
・工場等設置奨励金（不均一課税分）
　　　　　　　　　　14,893千円（12企業）

実施
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

イマリンビーチ管理業務委託内容の精査に
よる減額

特になし

 １社でも多くの優良企業の誘致を実現するた
め、豊富で良質な労働力や東アジア地域に至
近な地理的優位性を積極的にＰＲする等、企
業訪問を中心とした立地勧奨を展開する。 実施

　伊万里焼の産地として広くＰＲを行うた
め、全国からアマチュア陶芸家の作品を募集
し、陶芸展を開催する。
・4月1日～8日まで伊万里・有田焼伝統産業会
館で開催
※まちづくり交付金対象事業

実施

活力
３．
生き生き
と働ける

活力
１．
地域の宝

国際アマチュア陶
芸展事業

925

企業訪問等立地勧
奨事業

1,837

活力
１．
地域の宝

佐賀県福岡情報セ
ンター事業

643

　イマリンビーチの年間を通した維持管理を
行う。
・委託料　　　　 　   4,084千円
・手数料（し尿汲取等）3,566千円
・借上料（施設等）    1,455千円
・その他                632千円

実施
9,664

活力
１．
地域の宝

●
ウェルカム佐賀
キャンペーン事業

551

　県内市町が集まり、佐賀県全体の情報発信
基地として福岡都市圏に向けた情報提供を行
う佐賀県福岡情報センター（イムズビル内
（福岡市））を運営する。 実施

　県と市町、民間団体が一体となり、官民協
働による観光推進事業を継続的に行うととも
に、新たに「ウェルカム佐賀キャンペーン」
として事業展開を行う。

※H16～H18 観光さが魅力アップキャンペーン

実施

活力
１．
地域の宝

イマリンビーチ管
理運営事業

9,737
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

観光客を誘致するため、旅行会社、マスコ
ミ等への積極的な誘致活動が必要

特になし

特になし

いまり秋祭りの1日のみ開催にあたり、補助
金額の精査による減額

特になし

　大川内山キャンプ場の維持管理を行う。
・委託料（指定管理料）　740千円
・修繕料　　　　　　　　 30千円
・原材料費　　　　　　 　50千円
※施設の老朽化、利用者の減少に伴い、H19か
ら昼間のみのデイキャンプとする。

実施活力
１．
地域の宝

大川内山キャンプ
場管理運営事業

820

活力

５．
農林水産
業と中心
市街地が
輝く

どっちゃん祭り事
業

2,500

　来訪者に対する満足度を高め、リピーター
の増加を目指すなど観光客誘致促進を図るた
め、観光ボランティアガイドを養成する。
※現在登録者数　36人（H19.2.1現在）
※まちづくり交付金対象事業

実施

活力

５．
農林水産
業と中心
市街地が
輝く

いまり秋祭り事業 2,226

　伊万里の夏祭りとして定着している「どっ
ちゃん祭り」の実施に対し支援を行う。
・実施主体　伊万里の夏・どっちゃん祭り
　　　　　　実行委員会
※まちづくり交付金対象事業

実施

　「いまり秋祭り」を運営する振興会に対し
支援を行う。
・実施主体　いまり秋祭り振興会
※H19については、10／20（土）のみの開催
※まちづくり交付金対象事業

実施
2,055

　福岡都市圏からの観光客の増加を図るた
め、地域資源や農産物等を活かした観光ルー
トを商品化し、観光客誘致を行う。
・観光客誘致事業企画業務委託料　300千円
・その他　 　　　　　　　　　 　200千円

実施

活力
１．
地域の宝

活力
１．
地域の宝

●
福岡都市圏観光客
誘致事業

500

観光ボランティア
ガイド養成事業

144
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●・・・新規事業　（単位：千円）

道路維持に係る物件費の精査

「伊万里を感じるまちなみ修景整備計画」
を基本方針として、整備を図る

特になし

土　木　費

安心 道路維持事業 70,216

　市内全域の市道の維持管理を行う。
・委託料　　　　 　 8,400千円
・工事請負費　　 　29,633千円
・原材料費         10,893千円
・光熱水費　　　  　2,790千円
・その他           18,500千円

実施
70,015

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

活力
１．
地域の宝

●
伊万里焼ロード
ギャラリー事業

3,834

　「焼物の里いまり」をアピールし、「行き
たいまち伊万里・住みたいまち伊万里」の推
進を図るため、「伊万里を感じるまちなみ修
景整備計画」に基づき、市街地の進入口等に
陶磁器を利用したモニュメント等を設置す
る。
（事業計画）
・事業期間　　H19～21
・本年度の事業内容
　　　　緑地部モニュメント　　　　4箇所
　　　　橋りょう親柱モニュメント　6箇所
※まちづくり交付金対象事業

実施

市道改良事業
　市道古川・村分線ほか９路線
　・委託料　　 　1,200千円
　・工事請負費　15,760千円
　・用地購入費 　2,700千円
　・移転補償費 　4,100千円

実施安心 市道整備事業 23,760
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

特になし

特になし

事務費に係る支弁人件費を控除し予算措置

特になし

市道栄町・永山線（H18～H22）
・改良延長　L＝700m
・道路幅員　W=7.0m（車道部5.5m）
・本年度の事業内容
　本工事  　L=53m（換算延長）
　用地買収、立木補償
※まちづくり交付金対象事業

実施

市道提川・川西線（2期）（H19～H23）
・改良延長　L=720m
・道路幅員　車道部W=5.5m
　　　　　　歩道部W=3.0m（片）
・本年度の事業内容
　測量設計業務委託
・補助率　　国55/100

実施

活力

安心
地方道路交付金事
業

14,376

都市再生道路整備
事業

14,376

安心 道整備交付金事業 42,310

活力 辺地対策事業 34,776

　平成１７年度から、地域再生計画に基づく
市道整備について、道整備交付金事業として
実施する。
・事業期間　H17～H21
・本年度の事業内容
　市道重橋・中山線ほか４路線
　本工事、測量設計業務委託、用地買収、
　物件移転補償
・補助率　　国1/2

実施
42,170

市道立岩・東分線（H18～H22）　※新規路線
・改良延長　L=900m
・道路幅員　W=5.0m
・本年度の事業内容
　本工事  　L=197m（換算延長）
　用地買収、物件移転補償

実施
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

特になし

特になし

河川浚渫に係る工事請負費の精査

　交通弱者の安全確保のため、既存歩道の段
差解消工事を行う。
・事業箇所　市道延命橋線
・事業期間　H16～H20
・事業延長　L=600m
・本年度の事業内容
　本工事　  L=100m
※まちづくり交付金対象事業

実施

　水防法の改正により、国管理河川と合わ
せ、主要な県管理河川も洪水ハザードマップ
の作成が義務付けられ、洪水予報等の伝達方
法等円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、
ハザードマップの作成を行う。
・対象河川　国管理…松浦川、徳須恵川
　　　　　　県管理…有田川、伊万里川、
　　　　　　　　　　新田川
・内容　　　地理情報（地形図等）、浸水情
　　　　　　報（ 大浸水範囲、氾濫水の到
　　　　　　達時間等）、避難情報（避難区
　　　　　　域、避難場所等）等
・補助率　　国1/3　県1/3

実施

安心

安心
●
洪水ハザードマッ
プ策定事業

3,451

交通安全施設整備
事業

3,834

安心 河川管理事業 13,904

　準用河川及び普通河川の正常な機能管理並
びに河川の排水機場、樋門等の管理を行う。
・委託料　　　　 　 7,321千円
・工事請負費　　  　1,400千円
・光熱水費　　　  　1,894千円
・負担金            1,845千円
・その他　　　　  　1,444千円

実施
13,704
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

特になし

事務費に係る支弁人件費を控除し予算措置

特になし

煤屋川（H17～H26）
・施工延長  L=840m
・護岸工事  A=5,403㎡
・橋りょう　5基
・堰　　　　1基
・用地買収  A=7,856㎡
・物件補償　1戸
・本年度の事業内容
　附帯工事、建物補償再算定、用地買収、
　物件移転補償
・補助率　　国1/3

実施

安心
都市基盤河川改修
事業

40,253

白野川（H13～H19）
・施工延長  L=560m
・護岸工事  A=3,120㎡
・橋りょう　2基
・用地買収  A=6,184㎡
・本年度の事業内容
　本工事　　L=80m
　用地買収、取水堰補償
・補助率　　国1/3　県1/3

実施

永山川（H18～H20）
・施工延長　L=100m
・護岸工事　A=460㎡
・用地買収　A=300㎡
・H19の事業計画
　護岸工　　L=40m
　用地買収、物件移転補償
※まちづくり交付金対象事業

実施
16,293

安心

安心 永山川改修事業 16,402

総合流域防災事業 34,503
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

工事請負費と事務費の精査

特になし

特になし

土地買戻し時期の精査

発展 港湾一般管理事業 2,293

大坪木須線（H16～H20）
・計画整備延長L=740m
・幅員   　   W=22m（4車線）
・本年度の事業内容
　本工事　　　L=150m
　物件移転補償
※まちづくり交付金対象事業

実施
145,616

活力 土地取得事業 131,864

　伊万里港振興のため、大型船が接岸できる
水深マイナス１３ｍ岸壁の整備促進等を行
う。 実施

　土地開発公社で先行取得していた駅周辺公
共施設用地について、年次的に買戻しを行
う。
・買戻期間　H18～H21
・買戻総額　439,841千円
・本年度の買戻対象
　伊万里駅前西側駐車場用地

実施
130,246

陣内白野線（H16～H22）
・計画整備延長L=420m
・幅員  　    W=12m（2車線）
・本年度の事業内容
　本工事　　　L=30m
　用地買収、建物再調査委託、物件移転補償
※まちづくり交付金対象事業

実施

活力

活力
都市計画道路整備
事業（陣内白野
線）

14,376

都市計画道路整備
事業（大坪木須
線）

145,040
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

特になし

特になし

特になし

特になし

活力
伊万里駅南口線関
連事業

4,000

活力
地方特定街路整備
事業（県営事業負
担金）

32,000

伊万里ファミリーパーク
（いまり夢みさき公園）
・事業期間　H12～H21
・本年度の事業内容
　実施設計、園路整備
・補助率　　国1/2

実施

伊万里ファミリーパーク
（いまり夢みさき公園）
・事業期間　H12～H21
・本年度の事業内容
　修景施設、案内標識整備 実施

　県道伊万里有田線（都市計画道路・伊万里
駅南口線）の整備（県事業）に伴う市道の取
付工事を行う。
・事業期間　H16～H20
・本年度の事業内容
　用地買収  A=78.47㎡

実施

○県営事業負担金
　八谷搦駅前線外１線（H11～H19）
・事業費160,000千円×2/10＝32,000千円

実施

28,752

４．
安心して
子供を生
み育てる

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

都市公園整備事業
（単独）

4,915

都市公園整備事業
（補助）

安心
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

地震ハザードマップ作成業務委託料の精査
による減額

　H18.1月の法改正により、市町村耐震改修促
進計画の策定が必要であるため、地震ハザー
ドマップを作成する。
・委託料　　9,000千円
・補助率　　国1/2

実施
8,500

住宅マスタープラン見直しの先送りによる
減額

特になし活力 定住促進事業 962

安心

安心
地域住宅交付金事
業

●
住宅・建築物耐震
改修等事業

実施

　老朽化が著しい市営住宅について、平成17
年度から創設された地域住宅交付金制度を活
用し補修工事等を行う。
・事業期間　　H17～H21
・本年度の事業内容
 〈基幹事業〉
　　外壁等改修工事（楠久第2）
　　給水管改善工事（楠久第2、立岩）
　　浄化槽改善工事（楠久第2、大久保）
 〈提案事業〉
　　外壁等改修工事（楠久第2）
　　駐車場整備工事（立花、立岩）
　　設計監理委託料
・補助率　　　国4.5/10

実施
158,220

9,000

166,803

　空き家バンク制度を円滑に行うため、空き
家情報調査や相談業務等の委託を行うととも
に、空き家の改修を行うものに対し、改修費
の一部を支援し、市内への定住の促進を図
る。
・委託料　　712千円
・委託内容
　①空き家情報調査・相談業務
　②空き家登録調査
・補助金　　250千円
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

特になし

　災害発生時の避難場所等になる公共施設に
ついて、耐震診断の事前調査である耐震化優
先度調査を行う。
・委託料　　3,364千円
・調査対象施設
　　市庁舎、消防署、保育園、隣保館、
　　憩の家、伝産会館、市民会館　等
・補助率　　国1/3

実施安心
●
公共施設耐震化優
先度調査事業

3,364
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●・・・新規事業　（単位：千円）

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

消　防　費

2,603

　救急業務体制の充実強化を図るため、高度
な救急処置を行うことができる救急救命士１
人を養成する。
・救急救命士数　　13人（平成18年度末）

実施
2,586

　消防力の充実強化を図るため、消防ホース
や防火衣、空気呼吸器などの消防資器材の整
備を行う。
・財源　石油貯蔵施設立地対策等交付金

実施

安心
救急救命士養成事
業

安心
消防資器材整備事
業

4,051

7,175

消防施設整備支援
事業

　防火水槽新設費補助金
・地区名　　　東山代町浦川内地区
・補助率　　　事業費の7/10以内
・補助限度額　1,200千円

実施

安心
非常備消防車両等
整備事業

　昭和４２年の大水害から４０年となること
を機会に、水害発生日である７月９日を「市
民防災の日」として定め、防災意識の浸透及
び高揚を図る。
・防災講演会
・防災標語コンクール
・啓発資材

実施

1,200

安心
●
市民防災の日事業

658

　各地区消防団に配備されている小型動力ポ
ンプ付積載車について、老朽化のため更新を
行う。
・更新対象分団　牧島1部、大川内2部

実施

安心
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●・・・新規事業　（単位：千円）

国の方針変更に伴う増額査定

特になし

特になし

特になし

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

教　育　費

　学校適応指導教室「せいら」を開設し、不
登校児童生徒の学校への復帰を支援する。 実施

3,175
特になし

　教育相談の専門的な知識・経験を有するス
クールアドバイザーを、スクールカウンセ
ラー未配置校の小学校に３名配置し、適切な
カウンセリングを実施する。
・負担割合　県1/2　市1/2

実施
4,473

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

スクールアドバイ
ザー事業

2,652

学校適応指導教室
事業

3,232

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

安心
同和地区就学等助
成事業

312

　特別支援を要する児童生徒の介護、支援を
行うため臨時雇職員を配置し、学習環境の向
上、自立を図る。
・臨時雇職員　小学校1名　中学校1名

実施

　同和地区生徒の保護者の負担軽減を図るた
め、進学助成を行う。 実施

学力向上対策推進
事業

1,457

　小中学校の児童生徒を対象に到達度テスト
等を実施し、基礎学力の定着度合いを把握す
ることにより、今後のきめこまやかな指導の
充実を図る。

実施

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

特別支援児童生徒
サポート事業

2,277
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

　歯質の強化に極めて有効なフッ素を乳歯及
び永久歯が生える時期に積極的に応用する必
要があるため、幼稚園、小学校においてフッ
素による口内洗浄を実施する。
・県補助　　小学校1/2

実施安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

フッ素洗口推進事
業

118

活力

４．
安心して
子供を生
み育てる

「オンリーワン」
のさが体験活動支
援事業

4,220

　へき地校区から高校へ通学する生徒の保護
者の経済的負担を軽減するため、通学費の補
助を行う。
・対象校区　波多津東小、滝野小、山代西小
・負担割合　県1/2　市1/2

実施

活力

４．
安心して
子供を生
み育てる

特色ある学校創造
事業

3,000

　子どもたちの豊かな感性と郷土への理解と
愛着を醸成するため、佐賀のよさを活かし、
かつ地域の実状に応じた農林水産業や窯業な
どの地場産業体験活動を実施する。
・対象校　市内全小中学校
・補助率　県10/10

実施

　教育活動に関する予算の使途について学校
長の裁量の幅を広げることにより、創意工夫
を生かした教育活動を行い、学校の自主性、
自律性を向上させ、特色ある学校づくりを推
進する。
・委託先　小中学校校長会

実施

　児童生徒の豊かな心の育成及び自己実現の
基礎となる学力の向上をめざすため、これか
らの国際社会に対応できる人材の育成や教材
開発等を行う。
・委託先　小中学校校長会
◎委託内容
　・子ども伊万里学指導資料作成
　　「世界に誇るわたしたちの伊万里焼」

実施

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

活力

４．
安心して
子供を生
み育てる

きらきら伊万里っ
子育成事業

800

へき地校区高等学
校生徒通学費助成
事業

3,256
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

特になし

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

小学校プール整備
事業

6,000

　遠距離通学の児童生徒の通学手段を確保す
るため、スクールバスの運行や通学費等の助
成を行う。
・小学校遠距離児童通学費助成事業　8,116千円
・中学校遠距離生徒通学費助成事業 17,851千円
・スクールバス　　青嶺中学校
・通学用タクシー　南波多小学校、東陵中学校
・通学費補助　　　小学校4km以上
　　　　　　　　　中学校6km以上

実施
25,965

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

小・中学校耐震化
事業

3,270

　小学校プールの老朽化したろ過機の改修及
び新規ろ過機の増設等について、年次的に整
備する。
・対象校　二里小学校

実施

平成１８年度に実施した小中学校耐震化優先
度調査に基づき、小中学校の耐震診断を行
う。
・小学校耐震化事業　1,737千円
・中学校耐震化事業　1,533千円
・補助率　国1/3
・対象校　大川内小・伊万里中

実施

　特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者
の負担を軽減するため、就学費の助成を行
う。
・小学校特別支援教育就学奨励費助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　1,122千円
・中学校特別支援教育就学奨励費助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　670千円
・補助率　国1/2
・給食費、修学旅行費、学用品費など

実施
1,648

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

小・中学校特別支
援教育就学奨励費
助成事業

1,792

小・中学校遠距離
児童生徒通学費助
成事業

25,967
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

準要保護者について、平成１８年度末予定
者数で査定

特になし

平成１９年度は屋内運動場の建設を行う

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

小・中学校要保護
・準要保護児童生
徒就学援助事業

39,407

　老朽化の著しい国見中学校について、年次
計画に基づき屋内運動場の建設を行う。
・工事費　　 261,201千円
・監理委託費　 2,000千円
・その他　　　 2,810千円

実施
265,806

発展

４．
安心して
子供を生
み育てる

外国青年招致事業 13,634

　経済的な理由により就学困難な児童生徒の
保護者に対し、学用品費や給食費等の就学援
助を行う。
・小学校要保護・準要保護児童就学援助事業
　　　　　　　　　　　　　 　　　20,184千円
・中学校要保護・準要保護生徒就学援助事業
　　　　　　　　　　　　　 　　　19,223千円
・補助率　国1/2（要保護のみ）

実施
40,350

　市内の小中学校へ外国人英語指導助手（Ａ
ＬＴ）を派遣し、英語教育や授業の補助を行
い、子どもたちに「生の英語」に触れ合う機
会や外国文化に触れる機会を設ける。
・小・中学校ＡＬＴ　3名

実施
13,608

　黒川、波多津東幼稚園において、正規の開
園時間終了後、希望する園児を預かり、保育
する。

実施

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

幼稚園預かり保育
事業

116

中学校建設事業 266,011

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

●
幼稚園空調整備事
業

1,606

　空調設備が未整備の黒川幼稚園について、
年次的に整備する。今年度は遊戯室に空調を
整備する。

実施
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

特になし

平成１９年度は、基本計画策定委員会を立
ち上げる

　博物館・美術館の建設に向けて、基本構想
策定委員会を開催し、基本構想を策定する。 実施

100

活力
同和問題講演会開
催事業

584

　８月の同和問題啓発強調月間にあわせ、同
和問題講演会を実施し、市民の人権・同和問
題への関心を高める。

実施
583

　平成１８年度に購入した大川内鍋島窯跡の
藩役宅跡に史跡の概要等を記述した説明板を
設置する。

実施

発展
１．
地域の宝

発展
１．
地域の宝

指定文化財説明板
製作事業

67

博物館・美術館構
想研究事業

964

発展
１．
地域の宝

カブトガニ展示観
察事業

325

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

青少年相談・補導
活動事業

2,089

　本市の環境保護のシンボルでもあるカブト
ガニについて、保護活動を充実させるために
平成１８年度に引き続き生態展示を行う。
・展示期間　4月～7月中旬　　　市役所ロビー
　及び場所　7月中旬～8月中旬　多々良海岸
　　　　　　8月中旬～3月　　　市役所ロビー

実施

　いじめ・不登校・非行など問題行動が増加
するなかで、子どもや家庭がかかえる悩み等
の解決に向けて相談体制を整える。 実施
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

公民館の日直等廃止については、３年間で
全公民館行うこと。

特になし

特になし

　市内全ての子どもを対象に、安全・安心な
子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の
人たちの参画を得て、子どもたちとともに勉
強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流
活動等の取組を推進する。
　平成１９年度は山代西小学校をモデル校と
して実施し、事業効果を検討する。
・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3
・対　　象　小学1年生～6年生
・開設時間　毎週水曜日　午後3時～5時
　　　　　（夏休み等長期休業期間を除く）

実施

　各町公民館の運営及び維持管理を行う。
※宿日直業務の見直し
・全公民館の宿日直のうち年末年始・祝日は
　廃止し、原則休館日とする。（年20日）
・22時～翌8時半までの宿直を廃止し、機械
　警備とする。
・日曜日の17時以降は休館とする。
・牧島、波多津、大川公民館の宿日直を全
　面的に廃止する。

実施
94,201

安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

安心
１．
地域の宝

公民館管理運営事
業

96,299

●
放課後子ども教室
推進事業

540

活力
１．
地域の宝

伊万里塾推進事業 700

　地域の歴史、文化、風土、自然等の特性を
活かした地域づくりを推進するため、地域の
特性や課題等を踏まえた生涯学習を各種団体
と連携しながら、各町公民館を拠点に独自の
講座等を開催する。

実施
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

特になし

特になし

　災害発生時の避難場所等になる公共施設に
ついて耐震診断の事前調査である耐震化優先
度調査を行う。
・委託料　　1,083千円
・調査対象施設
　大坪公民館、大川内公民館、波多津公民館、
　大川公民館、松浦公民館（講堂）、二里公
　民館、東山代公民館、山代公民館、生涯学
　習センター
・補助率　　国1/3

実施

活力
１．
地域の宝

特色ある公民館創
造事業

400

　地域づくりの拠点である公民館の主導のも
と、特色ある地域づくりを実践するため、当
該事業を委託し、活力ある公民館活動を推進
する。
・委託料　200千円×2館
・委託先　市公民館連合会

実施

　生後３か月を迎えた赤ちゃんとその保護者
に対して、３か月児健診時に絵本を配布する
とともに、ボランティアと協働で読み聞かせ
を行う。 実施

327

安心
１．
地域の宝

活力

４．
安心して
子供を生
み育てる

ブックスタート事
業

332

●
社会教育施設耐震
化優先度調査事業

1,083

活力

４．
安心して
子供を生
み育てる

親子のふれあい絵
本の読み聞かせ事
業

19

　少子化傾向のなか、次世代を担う子ども達
に対し、乳幼児向けの絵本の読み聞かせ、イ
ベントの開催等を通じて、子育て支援、充実
を図る。
・「おはなし０１２」の開催など

実施
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

射撃場については廃止の方向で十分に検討
すること。

特になし

特になし実施

活力
平成１９年度全国
高校総体開催準備
事業

6,926

　平成１９年度全国高等学校総合体育大会の
ホッケー競技に関し、準備及び大会運営を行
う。
・市実行委員会補助金　6,926千円 実施

実施

活力
１．
地域の宝

活力
●
スポーツ振興支援
事業

3,647

ウオーキング大会
開催事業

600

　誰もが気軽に参加できる「歩きたくなる街
伊万里ウオーク」を開催し、市民の健康づく
りを推進するとともに、全国のウオーキング
ファンへ呼びかけることにより、伊万里を広
くＰＲする。
・委託料　600千円
※まちづくり交付金対象事業

安心 体育施設管理事業

　これまで体育協会を通じて補助を行ってい
た事業（６事業）を１本化し、市内スポーツ
の振興を図る。
・市体育協会運営費補助金　　　　　2,396千円
・町民スポーツ振興補助金　　　　　  286千円
・市スポーツ災害共済会運営費補助金 　20千円
・市内一周駅伝競走大会出場費補助金  195千円
・県民体育大会出場費補助金　　　　  600千円
・市スポーツ少年団本部運営費補助金  150千円

　社会体育施設の適正な運営及び維持管理を
行う。
※体育施設管理の見直し
・国見台プールの休止（危険防止等）
・国見台陸上競技場の３種公認を更新しな
　い。

29,720
実施

29,348
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定状況
（議会提案）

要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

決定（議会提案）における論点、意見等

特になし

特になし

安心
１．
地域の宝

●
社会体育施設耐震
化優先度調査事業

602

　ＰＦＩ手法により整備を行った新学校給食
センターの建設経費等を、平成１８年度から
平成３３年度までの１６年払いで支払う。
・維持管理業務費　14,706千円
・運営業務費　　　65,531千円
・施設整備費　　　78,719千円

　災害発生時の避難場所等になる公共施設に
ついて耐震診断の事前調査である耐震化優先
度調査を行う。
・委託料　　602千円
・調査対象施設
　国見台体育館、大川体育館、東山代体育館、
　波多津体育館
・補助率　　国1/3

実施

実施安心

４．
安心して
子供を生
み育てる

学校給食センター
ＰＦＩ事業

158,956
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●・・・新規事業　（単位：千円）

特になし

特になし

特になし

事務費に係る支弁人件費を控除し予算措置

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

災　害　復　旧　費

安心
農地災害復旧事業
（補助、過年）

92,426

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風
１３号による災害
・田　　　68箇所
・畑　　　12箇所　　　計　80箇所 実施

安心
農業用施設災害復
旧事業（補助、過
年）

85,504

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風
１３号による災害
・河川　　28箇所
・道路　　78箇所　　　計　106箇所 実施

38,630

安心
土木施設災害復旧
事業（補助、過
年）

590,379

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風
１３号による災害
・水路　　36箇所
・道路　　28箇所　　　計　64箇所 実施

　平成１８年９月の秋雨前線豪雨及び台風
１３号による災害
・河川　　91箇所
・道路　　55箇所　　　計　146箇所 実施

安心
土木施設災害復旧
事業（単独、過
年）

40,000
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●・・・新規事業　（単位：千円）

決定（議会提案）における論点、意見等
決定状況

（議会提案）
要求額 要 求 事 業 の 概 要

平成１９年度当初予算要求

５つの
まちづくり

キー
ワード

事 業 名

（一般会計）

特になし

特になし

特になし

　家屋等の背後地の急傾斜地や崖地の崩壊に
よる被害の増大を未然に防止するため、その
防止工事を行う。
・施工箇所　藤の川内１地区、板木地区
・総事業費　7,100千円
・事業内容　擁壁工事、防護柵工事
・負担割合　県50%、市25%、地元25%

実施安心
急傾斜地崩壊防止
事業

7,100

　家屋等の背後地の急傾斜地や崖地の崩壊対
策として、比較的規模が大きい箇所につい
て、県営事業により対策（復旧）工事を行
う。
○県営事業負担金
・施工箇所　大川内山地区、釘島地区、
　　　　　　上ノ山地区、藤の川内地区、
　　　　　　清水浦第２地区
・総事業費　160,000千円
・負 担 金  13,500千円
・負担割合　国45%　県45%　市5%　地元5%

実施

諸 支 出 金

安心
急傾斜地崩壊対策
事業（県営事業負
担金）

13,500

実施安心 水道事業繰出金 42,240
○投資及び出資金　　　　　42,240千円

・井手口川ダム建設出資金
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